
幼児の食生活に関する研究（第18報）

都市近郊における幼児栄養の10年間の推移

岡田玲子

Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 18) 

Sequential Change in Nutritional Status of Preschool Children in 

a Suburb Quarter during the Last Decade

Reiko Okada

　　　　　　　　緒　　　　　言

　昭和32年以降におけるめざましい経済成長に始まる

経済変動の過程の中で、わが国の食生活も歴史上かつ

て見られたことのない画期的な変化をとげた1）。　そ

して、豊かになった食生活は、人々の成長、健康、生

活、享楽、寿命、経済、平和などに好影響を与えつつ

あると解釈されている反面2）、今まであまり経験しな

からた健康や栄養問題などに多くの新しい問題を投げ

かけている。食事に対する価値観が変わり、さらに家

族の抱えている問題や歪みが、子どもの食生活問題と
して露呈してきている3）4）5）こともその一つである。こ

のような変貌の過程で、家族単位の食生活の中にある

幼児期の食生活の変容は、どのようIC位置づけられる

であろうか。

　食物の嗜好や食習慣の形成期にある幼児の心身の健
康づくりの基本となる食生活指導6》に関してより適切

な指針を求むべく、著者らは新潟県内幼児の食物摂取

・栄養素摂取の実態を、山村、農村、漁村および都市

近郊という生活環境別に、かつその時代の流れによる

推移を把握するために、昭和41年以来調査を行ってい
る　？）8》9）1〔聖今回は、都市化傾向の進展しつつあ

る都市近郊に住む幼児の食物摂取・栄養素摂取状況の

10年間の推移を、昭和47年、52年および57年度の調査

結果に基づいて分析を試みたので、それらの成績を報

告する。

　　　　　　燗　査　方　法

1．調査対象の本学付属幼稚園について

　本学附属幼稚園は、新潟市郊外の国道？号線に隣

接した交通の便のよい田園地帯にある。新潟市には

二園しかない県立幼稚園の一つで、恵まれた教育環境

のもと1ζ、「子どもの人間的発達の墓礎を守り育て、

生きること（自立）と愛すること（連帯）の能力をつ

ちかう。」を教育目標として、昭和46年に開園された。

定員は96名（3歳児～5歳児）で、園児は、本園の

所在地である海老ケ瀬および大形本町を中心として、

その周辺地域ならびに隣接の市より、バス、乗用車

または徒歩にて通園している。

　園児の家庭環境を概観すると、保護者の職業（昭

和52年～57年度）は、会社員54．8－－64．4％、（公

務員（教員を含む）224～13．3％、商工サービス

・自営業18．8～22．2％、農業1．2～0％、その他

2．8～0％となっている。アンケート調査によると、

母親の食生活への関心は強く、子どもの食事に関す

る知識の修得は、上位より新聞。雑誌、家庭教育

（母親から）、テレビ・ラジオの番組、書物、保健

所の指導、学校教育（高等学校における）、その他

からと答えており、子どもの養育において困ってい

ることの中に、少食、偏食、婦き嫌いが激しい、食

事時間が長い等食事に関する訴えが、3歳児では殆

んどであり、4～5歳児においても散見された。

　なお、給食は昭和56年度まで行われていなかった

が、57年度より週1回実施され、弁当昼食時には牛

貌が供されている。また、50年度より本学家政科食

物専攻の栄養指導案習の一環として、幼毘食給食を

秋季に3回実施しており、その折に保護者に戴して、

給食内容の報告を兼ねてささやかな栄養指導メモを

配布している。

2．調査対象
　　表1に示すごとく、4～6歳の健康な幼児19・－25

名を戴象とした。なお、少数例であるため、分析の

　際に性、年齢による差異を問わなかった。

3．調査時期および期間

　昭和47年（47年夏～48年春）、52隼（春～冬〉お

よび5？年度（春～冬〉のそれぞれ選季の各連綾した

　3日間（通年圭2日間〉である。
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　表1　網査対象

幼稚園園児　　　幼稚園園児、　・幼稚園園児

難馨1調難轄驚難帯

4．調査内容および方法　t／　：．　　　　d，

　1）食物摂取状況調査　国民栄養調査に準じ、個人

麗羅；：圭轟萎欝錺識驚篁

農鴛纒雛誉翻灘孝識曇

表2　本網査に使用しrg食品構成

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：9）
ゲ　　　　　年齢・性　　　4～5歳 6　歳
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．
め
溜
い
　
　
　
も
　
　
穎
砂
　
　
　
糖
　
　
　
類
菓
　
　
　
子
　
　
　
類
油
　
　
　
脂
　
　
　
類
豆
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）
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肉
　
　
　
　
　
　
類
卵
　
　
　
　
　
　
頚
乳
　
”
　
　
　
　
類

　140
@100
D　30

@　5
@40
@　】0

@40
@50
@】00
@100
i　1）

@30
@30
@50
@300

　120

@80
@30
@　5
@40
@10
@40
@50
z00

P00

i　1）

@30
@30
@50
R00

　　150

@　120

@　30
@　10
@　50
@　ユ0、

@　40
@　55
@　110
@　100
i1～2）

@　40
@－35
@　50
@290

　　130

@　100

@　30
@　】0
@　45‘

@　10
@　40
@・55
@　110
@　10σ

i1～2）

@　40
@　35
@　50
@290

駐：°印は生乳に換算した数値である。

　2）摂取比率パターンの類似性　食品ならびに栄養

撫遷謙ll難簾：

　　比較基準に対して摂取比率が50％以下を摂取不

　足、91～110％を適量摂取、20ユ％以上（食品の

　場合）またはユ51％以上（栄養素の場合）を多量

灘畜撫票欝する襯数の1°年間畔

4鵜繋雛羅灘栞農

力実鯛査1のより、髄の醐を抜すいして、

　平衡力（バランス）、瞬発性（立幅跳び）∵調整

力（シグナル・ランニングとシグナル・スプリン

　グ）の3種目を対象児の成績の参考としそ詑載し

　た。

　　　　　　　　調査結果ならびに考察

　　　1．摂取食品数ならびに献立の比較

　　　　　1人1日当たりの摂取食品数は表3に示すように、

　　　26種類から30種類へとこの10年間に増えた。動物性

　　　食晶数は6種類から7種類へ、植物性食品数は20種

　　　類から23種類へとそれぞれ調査年ごとに増えている。

　　　　しかしながら、間食の食品数のみは、5種類から3

　　　種類へと調査年ごとに漸減している。対象児の摂取

　　　食品数は、山村（23→24極類）、18）農村（17→29種

　　　類）19）および鹸地域幼児（21－28種類）2％場合

　　　に比べると概して多く、10年間の変動指数は比較的
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低値であった。なお、動物性食品数は山村幼児（3

→5種類）の2～1．4倍、農村幼児（3→7種類）

の2倍．想同数、漁業地域幼児（5→6種類）の1．2

～1．16倍であった。

．次に、1献立については各対象児それぞれ多様で一

定の傾向を見出し難く、なかには単調なパターンも

卑うけられたが、概してヴァラ．エディーに富んだ献

立が多かった。代表的な献立例を表4に示す。ちな

表3　摂取食品数の推移　　　　　’・

みに、アンケート調査め結果では、子どものために

よく作る料理のベスト7はハンバーグ、カレーライ

ス、．シチュウ、一妙飯、焼肉、．スペゲッティ、サラダ

となっており、また子どもの好きな料理もほぼこれ

に等しかった。一方、子どもの嫌いな料理は、野菜

の油妙め、酢の物、煮物、煮魚、浸し’凾ﾅありyこ
の傾向は10年来さしたる変動はないようであり、現

代の幼児におけ’る嗜好の特徴の一端がうかがわれる。

’（1人1日当たり，7±S．D．）

総　　　数 ．』 ｮ物性食品 植物性食品 間　　．食

昭和47年 ．26±1．8 6±1．3 20±2．2 5±1．3
52年 29±a4　・ 6±0．5 ，23±a1 4±α6
57年 30±α4 7±a2 23±58 3±1．0

52年／47年×100 11ユ．5 10α0 115．0 80．0

　r轤V年／47年x100 115．4 11α7 115．0 6α0
57年／52年×100 10a4 1161『 V 100．0 75．0

表4　代表的な献立例　t’

朝　　　　食 昼　　　　食
i弁　一　当》 タ　　　　食へ

3．食別・献．立型、・

間一・　食．

米飯 野菜サンドウィッチ 米飯 アイスクリーム

昭

1「，隔P「

ﾄ

みそ汁（わかめ，ねぎ）1曾，一一

_物（きゆうり）

ゆで卵　　　　　　　rL・r

酷禛
oナナ

みそ汁（とうふ．ねぎ）　　　一　　　　　　　　，

ﾘ肉の坐妥醤油焼き

sーマン油妙め，トマト
C●eOC

和 トマト．チーズ．エルビ 酢の物（きゆうり．くら

47 禰 げ）

、

年 米飯
ﾝそ汁（キ射ベツ．麩）

米飯．　　　　　，ペーコンエッグ

米飯
|ークシチ昌一

せんべい

`ロコレート
度
冬 漬物（かぶ） フランクフルトソーセー 野菜サラダ c・d・c みかん
かまぼこ．焼のり ジ 白菜濱，みかん

ふりかけ．エルビー 金平ごぼう
P

牛乳
卜一スト おにぎり 米飯 せんべい
オムレツ 豚ひき肉の卵とじ みそ汁（かぼちゃ，油揚 はっか糀

夏 野菜サラダ きゆうりとトマト げ） e・d・c ブリンスメロン
1瑠 牛乳 ウイツナーソーセージ ハンバーグ

和 りんご 牛乳 野菜サラダ

52
枝豆

年
トースト

｢り卵
米飯
{肉フライ

米飯
ﾝそ汁（とうふ，ねぎ）

シ9一トケーキ

ﾝかん
度 冬 野菜サラダ ほうれん球ごま和え 焼きぎようざ e●C●C
牛乳 りんご ほうれん草とかまぽζの

みかん 牛乳 浸し

みかん

トースト 米飯 米飯 アイスクリーム
いり卵 豚肉味噌漬焼き みそ汁（じ9がいも，わ ビスケット

昭
冬 野菜サラダ

酷

いり卵

Lャベツ塩もみ，トマト

かめ）

ﾏ魚（かれい）
e・d・c 西　瓜

和 牛乳 野菜煮しめ

57
申華風サラダ

一

隼
トースト

Eインナーソーセージ
米飯
ﾘ肉生婆焼き

米飯
Jツ井（豚肉．卵）

せんべい

Nッキー
度 冬 野菜妙め ほうれん草ソティ みそ汁（とうふ．なめζ） c・d．c みかん

ココア入り牛乳 コロッケ（市販の冷凍品） 金平ごぼう

牛　乳 濱物（白菜．野沢菜）
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表5　食品群別摂取状況の推移
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2．摂取食品の構成とその比較

　対象児の食品群別摂取状況を総括したのが表5で

ある。季節別ならびに調査年度別に多様に推移し、

この10年間にさしたる変動の見られなかったのは豆

類、緑黄色野菜および乳類の3食品群のみであり、

その他の食品の摂取量は、増加したのは肉類のみで

あり、他の9食品群がそれぞれ減少した。とくに10

年間に変動の大きかった食品で一貫して増加したの

は肉類であり、同じく減少したのは米類、砂糖類、

菓子類および果実類である。なお、対象児10～25名

における摂取上の個人差は、変動係数でみる限り47

年度は29．　9（穀類）～81．6（いも類）％、52年度は

　30．0（小麦類）～118．2（種実類）％、57年度は

17．・6（穀類）～180．0（種実類）％と多様であるが、

日常食の基本食品が穀類であり、一方、稀にしか摂

取しない食品の最たるものが種実類であることが知

られた。なお、肉類摂取上の個人差が調査年ごとに

　46．　5→38．1→26．　6％と小さくなっていることが

注目される。　　　　　　　　　　　　J

　次に、食品構成目安丑（表2）に対する摂取比率

とそのパターン類似率・異質指数を求めて総括した

のが表6である。各食品の摂取比率は年度別にそれ

ぞれ変動しているが、この10年間に上昇した食品は

肉類のみであり、他の食品群は殆んど低下している。

目安量を充足または凌駕しているのは菓子類、油脂

類、果実類、魚介類、肉類および乳類の6食品群で

あり、とくに肉類は目安量の2倍摂取されるに至っ

た。他方、穀類、砂糖類および緑黄色野菜の摂取比

率はそれぞれ51．5、54．6、53．7％・と極めて低値

であり、穀類のそれは漸減傾向を示し、緑黄色野菜

のそれは10年来変わることなく約54～56％であるこ

となどが、注目される現象である。

なお、摂取比率の個人差は変異係数でみる限り概し

て小さく、とくに穀類のそれはどの調査年において

も小さく、対象児にとって穀類は目安量に充たない

ながらも、基本食品すなわち主食として定着してい

ることがうかがわれる。ついで油脂類、肉類そして

乳類のそれが小さい方であり、一方、豆類、野菜瓶

菓子類および果実類のそれが前者に比べるならばや

や大きい方に位置することなど、現在の幼児の食品

摂取上の特色がうかがわれるように思われる。

　目安量パターンに対する摂取比學パターンの類似

率については、47年度の0．940より10年後1ζは

0．922にやや低下している。

　さて、目安量に対する食品群摂取状況の推移を表

7に示したが、適量を摂取している対象児は0～44

％と概して少ないものの、この10年間に乳類の適量

摂取児が22％から44％に増えたことが注目される現

象の一つである。ついで、穀類の摂取不足児が44％

に増え、油脂類、魚介類、肉類および乳類のそれが

皆無となり、また、緑黄色野菜のそれが漸減して39

％になったことがその二である。同じぐその三は、

多量摂取児について、穀類と緑黄色野菜のそれは10

年来皆無であり、肉類のそれは調査年ごと1ζ漸増し

て50％となり、他の食品群のそれは殆んど漸減して

僅少か皆無となっていることである。

表7　目安量に対する食品群別摂取状況の推移
（単位：％）

籍醐禮慧 摂取不足50％以下 適量摂取91～110％ 多量摂取201％以上
昭和　47年

52年 57年 ・47年 52年 57年 47年 52年 57年

穀　　　類 9 9 44 22 6 0 0 0 0

い　も　類 32 30 11 9 12 17 17 28 0

砂　糖　類 23 41 44 11 14 6 33 ユ4 0

油　脂『類・ 20 7 0 12 5 17 35 37 0

豆　　　類 26 51 28 13 5 6 4　． 5 ・6

緑黄色野菜 51 61 39 11 9 6 0 0 0

その他の野菜 11 14 11 20 12 22 5 9 0　
果
　
実
　
類
璽

4
． 15 6 5 2 22 48 8 6

魚　介　類 12 26 0 10 9 11 28 26 6

肉　　　類 15 7 0 12 5 0 16 25 50
卵　　　類 21 21 22 16 19 6 2 9 0

乳　　　類 8 28 0 22 9 44 7 7 0
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表8　栄養素等摂取量の推移
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3．摂取栄養素貴の分析とその比較．

　対象児の摂取栄獲素量の推移をまとめたのが表8

である。摂取上の個人差は前述の食品のそれに比し

て概してやや小さいものの、個人別に算出した栄養

所要量の個人差に比べるならば、摂取量のそれは殆

んどやや大であった。なお、食塩探取量は47年度の

8．4gから、53年度tc　9．　8　g．、57年度には71gと

なり、農村幼児の53年度の＆5g、漁業地域幼児の

54年度の10．　5gおよび山村幼児の56年度の＆3gよ

りは少なかった。

　表9は栄養所要量に対する摂取比率とそのパター

ン類似率および異質指数を示したものである。摂取

比率は各栄養素別に多様に推移しているが、平均値

では47年度の115．3±256％、52年度の11＆2±

15・0％・57年度の112．　2±21．3％とさしたる変動

は見られなかった。所要量を充足している栄養素が

殆んどであるが、所要量を充足していない栄養素等

は、47年度はビ多ミンA、・BlおよびB2、52年度は

ビタミンB2のみであり、57年度はビタミンC、鉄

およびエネルギーであった。57年度のエネルギー摂

取比率は四季を通して96～98％であり、適量摂取域

にあるものの、47年、52年度ICは見られなかったこ

とであり、穀類摂取比率の著減との関連性について

検討されなければならないものと思われる。ちなみ

に、農村幼児の53年度のエネルギー摂取比奉は106

±三9％、漁業地域幼児の54年度のそれは109±12％、

鮒幼児の56年度のそれは111．2±1a7％といず

’れも所要量を充足し、望ましい摂取水準にある。所

要量に対する探取比率のパター．tt類似率は47年度の

0．991をピークに僅少ながら漸減傾向を示し、山、

農村および漁業地域幼児の場合の調査年ごとに改善

されてそれぞれO、　g91～0．　gg21ζ達したのとは異な

る現象が観察された。

」方・表101・示すゆに、栄養所魏1砒して摂

取不足の対象児は10年間に皆無となり、適量摂取児

1誘57年度には11～50％存在するようになり、ビタミ

ンA、Bl、　B？C　および総たん白質の適量摂取児

が増加した。また、多量摂敢児は、エネルギー、鉄、

ビタミンB2およびCでは皆無となり、カルシウム

のそれは調査年ごとに漸増して39％に至りζ対象児

の33％が動物性たん白質の多量摂取児であった6

　総じそ、都市近郊幼児の栄養素等摂取状況はこの

10年間に、良妊な摂取水準を維持しづ6も若干の栄

養素等がやや漸減する方向に推移した。

　次に、摂取エネルギー比については表11に示すご

とく、穀類エネルギー比は漸減傾向を呈しk57年度

は32％になり、山、農村幼児の34．8％、39％より

低く、漁業地域幼児の33％にほぼ等しい成績であっ

た。また、糖質エネルギー比は漸減して52年度、57

年度は適正値よりも低値となり、脂質エネルギー比

およびたん白質エネルギ“比は増加傾向を呈して、

ともに52年度よりすでに適正値を超え、57年度はそ

れがさらに進展している。
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表9栄養素等摂取量の栄養所要量に対する摂取比鼠パターン類似率鉢び異質指数の推移・

食晶訴溺搬 　「H ・たん白買 脂 カ ピ　　　タ ξ ン 10禦隻案の鎌取比箪等 パ瑚 異
ネ ル季

鋤
別
　．ロｸfF震

宰
1
醗　量 勤物注 質 シ

2

銭
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表10・栄養訪要9に対する栄養素等摂取状況の推移
（単位：％）

摂取不足50％以下 適量摂取91～110％’ 多量摂取151％以上
昭和47年 52年 57年 47年 52年’ 157年 47年 52年 57．年

エネルギー 噛、0　－ 0　． 0 ．20 47 22 3 5 一　〇

総たん白質 ’0 0 0 22 19 33 13 18 6

動物性たん白質 0 2 0 ・17 20 11 33 26 33

脂　　　　質 ユ 0 ・0 7 35 11 57 27 17・

ヵ．ル，シ，ウム ．　1． ．9 0．
．．
R0 26．．． ユ7、 18 @27’… ，39

鉄 2 0
一・
O－・・一一・29一 ．20・ 17・ 一〇 一　14

一・
O

ビタ　ミ　ンA 3 12 0 幽32 26 ’50 3 22 17

ビタ　ミ　ンB1 5 0 0一 27 28 33 14 7　， 11

ビタ　ミ　ンB2 0 ’7 0 28 19 ・33 5 9 0

ビタ　ミンC 一　3 7 0 14 7 28， 49 38 、0

表11　摂取エネルギー比の推移

　　　　　調査年度
Gネルギー比

昭和

S7年 52年 57年
昭和

S7年 52年 57年
（参考）

K正値
穀類エネルギー比〔％ 38 41 32 糖質エネルギー比｛鰯 59 53 51 64～57

米類エネルギー比囲 2
与
16 』』 P8 脂質エネルギー比｛鮒 28 32 34 25～30

小麦類エネルギー比｛％ 13 25 14 たん白質エネルギー比囲 13 15 15 11～13

一　；53一
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4．摂取たん白質の質的評価と脂質比の推移

　対象児め牟ん白質の質的評価と脂質比の推移は表

12に示す通りである。総たん白質ならびに動物性た

ん白質は10年来四季を通じて栄養所要量を超えてお

り、動物性たん白質比は幼児の推奨値21）である50

％をすでに超え、調査年ごとに上昇して57年度は，

59．9％に至っている。この現象は漁業地域幼児の

場合と類似しており、初回調査の41年、43年度より

表12‘摂取たん白質の質的評価と脂質比の推移

15年または10年を経てようやく50％を超えるに至っ

た山村および農村幼児め場合とは対照的な成組であ

る。たん白価の年平均値は82以上、アミノ酸価は同

じく86以上であり、第一制限アミノ酸は前者はトリ

プトファレと含硫アミノ酸、後者はスレオニンであ

って10年来変らなかった。

券 夏 秋

昭和 ・

47年 52年 57年 47年 52年 57年 47年 52年 57年

総たん白質の
搬　取比串醐

129 126 115 110 119 120 】34 105 114

動物性たん白質の

摂取比率｛劒
143 146 140 119 140 136 138 】16 ’138

動動性たん白質地的 555 58．5 60．9 7　54。3 57．6 58．4 5L2 54．7 60．2

た　ん　白　価 85（Try） ？6（S） ㌧82（S） 81（S｝ 87（S） 83（S》 91（Try） 86（S） 80（S）

ア　ミ　ノ　酸価 82（Thr） 84（Thr） 90（Thr》 90（Thr） 86（Thr） 94（冊r） 8ε（Thr》 89（Thr） 87（Thr）

卵価（日本1966） 81（S》 65（S） 68（S）’
70（S） 75（S） 68（S） 76（S） 58（S》’ 68（S）

人乳価（日本1966） 89（Leu） 89（Try） 85（Try） 89（Leの 90（Leu） 84｛Try） 88（Leμ） 71（Try） 85（Try）

牛乳価（日本1966） 91（Lys》 95（Phの 88（Lys） 84（Lys） 88（P喚e） 87（Lys） 91（Lys） 75（Phe） 88（Lys）

E／T比 a514 2，539 2，610 2，493 2，515 2，699 a592 3，176 a573
動物性脂質比醐 5α3 5L9 51．9 5α2 5L8 51．4 50．2 5ao 52．0

廊
」
・
、

年 平 均
帰

47年 52年 57年 47年 52年 57年

総たん白質の
摂取比串協

128 137 】19 125 122 1】8

動物性たん白質の

摂取比率｛劒
136 161 146 134 M1 140

動動性たん白質比矧 5Z9 60．0 6LO 53．5 5乳9 59．9

た　ん　白／伍 82（Try） 88（Try） 83（S） 86（Try） 89（S） 82（S）．

F置

ア　ミ　ノ　酸価 85（Thr》 88（Thr） 92（Thr） 86（Thr） 87（Thr） 91（Thr）

卵価（日本1966） 76（S） 84（S） 70（S） 75（S） 74（S） 69（S）

人乳価（日本1966） 86（Try） 92（】しeu） 86（Try） 87（Try） 89（Try） 85（Try）

牛乳価（日本1966） 87（Lys） 91（Phe） 87（Lys） 89（Lys） 92（Phの 88（Lys）

E／T比 2，492 2，698 2，651 2，522 a589 2，634

動物性脂貿比醐 50．3 51．9 52’4 4乳8 5L5 520

・註：O聯鰯獺アミノ酸を示す・S・舗ア・ノ酸…y・ト’J’ v・フ・ン，・…スレオニ・，・，u，。・’
Vン，。，。，り。。，

　Phe：フェニールアラニン＋チロシン。
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　次に、脂質の摂取において動物性脂質比の年平均

値は、47年度の49．8％から57年度の52．0％へ漸増

傾向がうかがわれた。

5．体位・体力評価の推移

　表13に示すように、体位基準値に対する身長の比

率は99．0→101．2．→99．1％、同じく体重の比率は

　94．1→101，1→95．7％であり、体重の比率の各調

査年ごとの変動がやや大であるが、対象児の体位は

おおむね適正範囲にあるといえよう。体力評価は、

筋持久力が2．6～2．7とやや低値であり、平衡力が

3．8～4．0とやや秀れている等の傾向も見受けられ

るが、4種目の平均値は3．0～3．5と中位の成績で

ある。しかしながら、52年度の体位、体力評価は共

に他の年度を僅かながら凌ぐ成績であった。

　次に、体位、体力と摂取栄獲状況との相関性を求

めたところ、その相関係数は低く、一定の傾向を見

出すことは出来なかった。

表13　対象児の体位・体力評価の推移

昭和　　47年 52年 57年
項　　目 5 sn G肌 ∫ S．V」 G肌 ∫ SD C．V」

体位の体位推計基準

lに対する比率協

身　　身

ﾌ　　重

gao
X4．1

3．5

T3

3．5

T．6

101．2

P01．1

4．8

V．7

．4．7

V．6

99．1

X5．7

5．6

P3．6

5．7

P4．2

体　力　評　価
i3．0を中位とする

@5段階評価による）

平衡力
ﾘ持久力

u発性
ｲ整力

3．0

|
3
．
1
3
．
5

1．5

|
0
．
9
2
．
7

5α0

|
2
9
．
0
7
7
．
ユ

4P
Q．7

R．0

S．3

1．0

O．8

P．0

ｿ8

25．0

Qa3
R3．3

v8．6

3．8

Q．6

Q．7

≠V

1．1

O．7

P．0

P．0

28．9

Qα9

R7．0

R7．0

平均値 3．2　曾1．8 56．3 3．5 0．8 229 3．0 1．0 33．3

6．全体的考察

　以上の如く、日本経済の高度成長の最盛期より低

成長時代に至る約10年間の時代的推移による都市近

郊幼児の食生活変容の実態を、10～25名の事例につ

いて観察したのであるが、10年間をはさんだ前後で、

きわめて近似した摂取量を示す食品群は豆類、緑黄

色野菜および乳類であり、肉類のみが増加し、穀類

の著減を初めとして9食品群が減少した。栄養素摂

取状況においては、47年度のビタミンA、B1およ

びB2の低値、52年度のビタミンB2の低値はいず

れも改善されたが、57年度には新たにエネルギー、

鉄およびビタミンCが栄養所要量を下廻り、10栄養

素の摂取比率の所要量パターンに対するパターン類

似率が僅少ながら漸減した。また、P・F・Cエネ

ルギー比は47年度は適正値内にあったが、52年度よ

　りそれを逸脱し、57年度は穂質エネルギー比の減少

と脂質エネルギー比の増加がさらに進展し、穀類エ

ネルギー比は減少の一途を辿り、遂に32％に至った。

一方、動物性たん白質比と動物性脂質比は推奨値を

超えて漸増している。これらの現象はいわゆる食生

活の都市化傾向と解されているが、対象児の場合は、

47年度にすでに都市化傾向がうかがわれ、52年度に

は一部食品群や栄養素の多量摂取が懸念される状況

を有しながらも、栄養素摂取比率はビタミンB2の

91％の他は102～141％であり、しかも各栄養素摂

取上のバラツキが最小であったことから、この時期

が或は都市近郊の幼児栄養としての到達点であった

のではなかろうかと推察される。57年度の成績は栄

養学の示す標準に比しややアンバランスを呈し初め

ていることは否めない。とくに、エネルギーと鉄の

適量摂取児の漸減傾向は、山村幼児をはじめとして

著者らのこれまでの調査対象の摂取状況には見られ
なかったことである。逸見ら22）の保育園園児325

名の調査においてもエネルギーと鉄が少なかったと
報告され、また、藤沢23）も緑黄色野菜、卵、レバ

ーなどを積極的にとり入れない限り鉄不足はまぬが

れないことを強調している。

　対象児の母親は専業主婦が殆んどであり、子ども

の食事への関心も高く、本調査にも調査目的に賛同

されて、積極的に参加されたものであるが、個人宛

調査結果の還付を通しての意見交換の中で、異口同

音に発せられた言葉が、日頃、肉や切身魚を主にし

ており、野菜や穀類が少ないのではないかとの懸念

が的中していた、とくに緑黄色野菜の不足に驚いた
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ということであった。このような食生活を可能にす

る社会的、経済的背景があり、また大方の幼児の食

嗜好は動物性食晶を好み、野菜や穀類を好まず、母

親や家族がこれに仰合するようであれば、バランス

を欠く都市化型食生活に容易に変容されて行くこと

となるであろう。幼児期のこのような食生活が、そ

の児の成長や成人期の健康にとっていかなる影響を

及ぼすものであるかについて、今後は検討され、』指

導面へ還元されなければならないものと思う。

　都市近郊の幼児栄養においては、現在の動向のま

ま進展するのか、何かを契機に適正域に回帰するよ

うにな1るのか、或は新しい現象が展開されるように

なるのか、関心の持たれるところであり、さらに5

年後の調査を期して待ちたい。

　　　　　　　要　　　　　約’

　幼児栄養をよ．り適格に把握するために、昭和47年、

52年および57年度の飾近郊幼児の錦・栄養瀬取

状況について検討を加えた。離象児は4～6歳児10～

25名で、四季の各連続3日間（通年ユ2白間）の食物摂

取量を個人別に評量し、食品構成目安量ならびに個人

別に弊定した栄養所要爺と対比して、5～10年間の推

移状況を調べ、以下の結果を得た。

　｛1）摂取食品数は1人1日当たり26→29→30種類と

　　増加し、動物性食品数は6→6→7種類へ、植物

　　性食品数は20→23→23種類へ増加し、間食食品数

　　は5→4→3種類と漸減した。

｛2）食品摂取状況は、10年間に増加したのは肉類の

　みであり、減少したのは穀類をはじめとする9食

　品群であり、変動のみられなかったのは豆類、緑

　黄色野菜および乳類の3食品群であった。摂取比

率の平均値は131．2±49．・5－100．・2±“．1％へ

　目安量に対するパターン類似率はO．　940→α922

　へそれぞれ減少した。充足されていないのは穀類、

　いも類、砂糖類、豆類、緑黄色野菜、その他の野

　菜および卵類の7食品群である。

｛3｝栄渡素摂取状況は、10年間に摂取比率の平均値

　は115．　3±25．6→112．2‡21．3％へ、所要量パ

　ターンに対するパターン類似率はα991→0．984

　へそれぞれ推移し、動物性たん白質とカルシゥム

　の摂取増が大きく、％足されない栄養素は、10年

　前はビタミンA、BlおよびB2、5年前はビタミ

　ンB2のみであったが、57年度はエネルギー、鉄

　およびビタミンCとなり、しかも栄養素摂取上の

　　　個人差がやや大となった。

　　｛4）摂取エネルギー比については、穀類エネルギー

　　比（38→41→32％）、米類エネルギー比（25→16

　　→18彩）、小麦類エネルギー比（13→25→14％）

　　および穂質エネルギー比（59らS3→51％）は漸減

　　　し｝脂質エネルギー比（28→32→34％）、たん白

　　質エネルギー比（13→15→15％）・は漸増したこ

　（5｝摂取たん白質の質的評価は、動物性たん白質比

　　は53．　5－一〉　57．9→59．9％と推奨値を超え、たん

　『白価は86（S）→82（S）、アミノ酸価は92（Thr）

　　→91（Thr）、卵価は75（S）→69（S）、人乳価は

　　87（Try）→85（Try）、牛乳価は89（Lys）→

　　88（Lys）へ推移した。

　（6）‘動物性脂質比は49．8→5ユ．5→52．0％へ漸増

　　した。

　｛7）対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は、

　　身長は99．Q±3．・5→10i．2±4．・8→99．1±56

、　％、体重94．1±5．　3→10ユ．1±7．7→95．7±

　　13．6％といずれも適正範囲にあり、体力評価は

　　3．　2±1．8→3．　5±0．8→3．0±1．0と中位の成

　　績であった。

終り鵬ゑ本研究に際して終始ご繍なご｝旨導を

賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し上げま

す。また、調査の進行上限りないお力添えを賜わりま

した本学付属幼稚園の本井昌先生はじめ諸先生方、さ

らに調査対象のご家庭の方々の一年間にわたるご協力

に対しまして、深く感謝申し上げます。
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